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	NEDOにおける研究評価について
	（事後評価）
	1. NEDOにおける研究評価の位置付けについて
	(1)業務の高度化等の自己改革を促進する。
	(1)評価の透明性を確保するため、評価結果のみならず評価方法及び評価結果の反映状況を可能な限り被評価者及び社会に公表する。

	・事後評価：プロジェクト終了後（概ね終了年の翌年）に実施。
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	(4) 非公開で配布された資料等は、原則、評価コメント作成後に回収する。

	7. 事後評価手順

